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町の公共交通再活性化に向けた
ビッグデータ活用分析実証実験事業

位置情報で読み解く交通・観光DX成果発表会(令和4年3月22日)
国土交通省「ビッグデータ活用による旅客流動分析実証実験事業」



1.取り組みの背景
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官民共創とDXによるEBPMに基づく公共交通再編
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日野町の強みと課題：流入人口と朝夕の通勤渋滞

・ 工場集積地への勤務者は、ほとんどがマイカー通勤

・ 朝夕には、慢性的に渋滞が発生
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２.実証実験の内容
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実証実験の全体像
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事業目的： 従来の交通調査では把握不可能だったマイカー通勤渋滞の詳細実態及び要因を
ビッグデータを活用した調査・分析・実証実験で明らかにする
（マイカー通勤渋滞の課題解決を目指す恒久対策の策定のための事前調査・分析）

マイカーでの通勤が常態化
公共交通が使われない

公共交通通勤で渋滞が解消
カーボンニュートラルが進む

理
想

現
状

課
題

マイカー通勤による
渋滞

• 毎日(平日)の朝夕に
通勤による渋滞が発生

• 渋滞を抜けるには
30分以上を要し
ストレスが高い状態

• 住民の交通にも悪影響

解決策の策定の
ために本事業で
明らかにする要素

通勤者への公共交通
利用インセンティブの
要否等
（活用促進方法）

最適な公共交通の
ルート・輸送量等
（実行方法）

定量項目の
位置情報データ
での測定分析方法

チェックイン判定などで
メリットの不正享受者
を排除した分析

マイカー通勤者の
ルート・移動量等を
道路単位で分析

要素策定のために
位置情報データで
測定する定量項目

メリット付与時の
公共交通に切替えた
協力者の人数等

把握できていない
通勤ルートの詳細、
ルート毎の移動量等

測定分析結果の
解決策に向けた
活用方法

協力企業向け
公共交通通勤促進
の施策指標等の策定

使いやすい通勤用
公共交通の最適な
ルート・ダイヤ等策定

恒
久
対
策
の
策
定
・
実
施

本事業の範囲
（恒久対策の策定のための調査・分析）

解決策の
策定と
実施
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①マイカー通勤者の現状の移動ルート及びルート毎の移動量の把握

・ Agoop社の位置情報データ（スマートフォンGPS）を活用して
マイカー通勤者の移動ルート、移動量などを 広域かつ詳細に
道路単位で分析し把握

⇒ これらの分析・調査結果をエビデンスとして、
マイカー通勤者を振り替え可能な最適な公共交通の
ルート及びダイヤの策定に活用
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②公共交通利用促進のための利用者インセンティブの要否等の判断

・ Agoop社のアプリ 「アルコイン」 のアンケート機能及び位置情報
測位機能を活用して、マイカー通勤者の現状の意識調査及び、
本事業内で行う通勤シャトル実験バス（利用者にはインセンティブを
付与）の利用判定・実態把握、インセンティブに関する感想等を
調査・分析し把握

⇒これらの調査・分析結果をエビデンスとして、公共交通の利用者向け
インセンティブの要否判断及び施策策定に活用

日野町アンケート

Q1. 通勤手段はなんで
すか？
・ マイカー
・ バス
・ 鉄道

Q2. 公共交通を利用し
ない理由はなんですか？
・ 自宅から最寄駅までの
交通手段がない
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実証実験の取り組みスケジュール

令和３年１２月 ・町内企業（ダイフク、オーケーエム）との調整
・ダイフク、オーケーエム勤務者への協力要請

令和４年 １月 ・アルコインの利用促進
・実証実験バスの運行ルート、ダイヤの調整・準備
・ダイフク、オーケーエム勤務者へのアンケートの作成

令和４年 ２月 ・実証実験バスの運行
・ダイフク、オーケーエム勤務者へのアンケートの
実施（全２回）
・人流データによるマイカー通勤ルートの分析
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近隣市町の4方向から3,000台を超えるマイカーが流入
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ビッグデータで見えたマイカー通勤ルートと移動量
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ビッグデータで見えたマイカー通勤ルートと移動量
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ビッグデータで見えたマイカー通勤ルートと移動量



公共交通通勤者は、最寄駅から徒歩１５分圏内に集中
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公共交通通勤には居住地と勤務先の双方で取り組みが必要
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実証実験バス利用の有無で分かれた改善点
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経済的インセンティブは、最後の ❝ひと押し？❞
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3.次年度以降の活動予定
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●工業集積地への通勤バスの路線化に向けた実証実験

・実証実験で得られたマイカー通勤ルートの中から
渋滞緩和と公共交通の活性化にとって、
特に優先度の高いルートを選定

⇒ルート上の居住エリアごとに
公共交通の利用可能者数
を把握し、路線を設計
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「グリーン」と「デジタル」で進める公共交通再編



●カーフリデーなどの多様な取り組みの推進

・実証実験で得られたマイカー通勤ルートに対応したシャトルバスの
運行、自転車通勤の促進、マイカーの乗り合わせ通勤、
カーフリーデーなどを実施

⇒渋滞緩和の効果とCO2削減効果の検証を行い、ビジュアル化、
数値化による見える化を行う。

●人流データに基づく生活移動に対応した
公共交通モードの検討

・位置情報ビッグデータによる移動実態の把握について、
町民の生活移動にまで広げる。

⇒町民にとって利便性が高い公共交通モードを構築する。
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